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図９炭素繊維の需要･価格の推移[6］
1400円/kｇまで削減されると見込んでいる．
4.2成形加工費の削減
ＣＦＲＰは加工圧や温度等の各種条件が鉄やアルミニウムに比べて低いため，成形型の費用や加工機械の動力
費が他の材料に比べて高くなるとは考えにくい．したがって，成形加工費の削減方法としては，設備投資の削
減が効果的と考えられるこれまで，ＣＦＲＰの実用化において炭素繊維含有率の高い高強度のものを製造する
場合，オートクレーブを用いたオートクレーブ成形法が主流であった．しかし，自動車部品を成形する大規模
なオートクレーブになると，設備投資額は数億円となるため，オートクレーブを用いない新たなＣＦＲＰ成形法
が注目されている．ここではその一部を取り上げ，航空機分野等で研究が盛んに行われ，実用化が期待される
VaRTM法について述べる
VaRTM法とは，炭素繊維で組んだ構造体を、バキュームバックで包み，真空ポンプで真空引きして樹脂を含
浸させ，６０～８０度で硬化，１２０度で後硬化させる成形法である．プレハブ小屋のような加熱室で温風器などを
使っての成形が可能で，オートクレーブのように数億円単位の高額な設備投資を必要とせず，その設備投資額
は２０００万円程度で済む．また，オートクレーブのようなプリプレグを用いないため，材料費も低減できる．
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そのため，製品のコストはオートクレーブ成形法に比べ２割低減できる．しかしながら，VaRTM法で成形した
CFRPは従来のＲＴＭ成形法とは異なりオートクレーブ成形法と同等の強度を有した製品の製造が可能であり，
費用対効果の面で非常に優れている．
５．まとめ
1．試験モデルを用いての圧潰試験では，ＣＦＲＰモノコックが質量対効果，潰れ長効果で最も高い性能を有す
ることが確認できた．また，同等のエネルギーを吸収する場合，３種の試験モデルの中でＣＦＲＰモノコッ
クが最大減速加速度が最も低いため，乗員への傷害を軽減できると考えられる．
2．費用対効果による評価を行った場合，ＣＦＲＰモノコックは他の試験モデルと比べて製造費用の増額分より
も高く市場価格を設定できるため製造費用の高額化を十分に補うことが可能と考えられる．
3．実用化の為には製造費用の削減が重要となるが，需要拡大に伴う材料費の低減，VaRTM法による成形加工
費の低減により，実用化は十分に可能と考えられる．
以上より，金沢大学セーフティーR&DではVaRTM法によるＣＦＲＰモノコックを車輌相互の全面衝突の被害を
軽減するための安全技術として提案する．
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